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【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
元女子寮をグループホームの開設の主旨に賛同した家主や地域住民の協力を得て、２つ目のホーム
として開設しました。社会福祉概念の変革を理念とし、共生社会つくりを目指し、理事長をはじめ職員
が一丸となって実践しています。利用者の自治会があり、利用者の声が反映された暮らしになっていま
す。工夫された情報提供は、家族に喜ばれています。認知症ケア専門士やキャラバンメイトのいるホー
ムとして、介護相談や認知症に対する啓発活動にも取り組んでいます。職員の人材育成にも積極的に
取り組み、リーダーの宿泊研修をはじめ、内外の研修に多く参加しています。新人研修には特に人権
学習に重きを置き、「自分に置き換えて考える」をモットーに学習提供しています。「この法人で働けるこ
とを誇りに思える」ことが、ホームの自慢と職員が語るグループホームです。
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1  自己評価及び外部評価結果

2774001206

法人名 特定非営利法人　オリーブの園

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 グループホームひより南は認知症ケア専門士がキャラバンメイトとして地域の認知症啓発に
力を注いでおり、今後も一層地域との関わりを深めてゆく方針である。また、若年性認知症
等、他施設では困難とされるケースの受入れも医療連携の中で積極的に行なっている。

グループホームひより南事業所名

自己評価作成日 評価結果市町村受理日平成　２５年　３月　１日 平成　２５年　４月　１９日

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

大阪市中央区中寺１丁目１－５４　大阪社会福祉指導センター内

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目

訪問調査日 平成　２５年　４月　６日

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの

4. ほとんどできていない

2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

4. ほとんど掴んでいない

63

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない
3. 利用者の１/３くらいが

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが

3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う60

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59
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自己評価および外部評価結果 

自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

Ⅰ.理念に基づく運営 

1 1 

○理念の共有と実践 

地域密着型サービスの意義をふまえた

事業所理念をつくり、管理者と職員は、

その理念を共有して実践につなげてい

る 

ＮＰＯ法人オリーブの園は共生社会創

設の可視化に努め、理念を活動として

事業化している。グループホームケア

にあたる職員は職員憲章を携帯し、年

間標語も憲章に基づき具体的に掲げ

ている。 

 

法人の目指す共生社会を理念として

掲げ、職員憲章９ヶ条を日常活動の礎

とし、質の高いサービスの実践に繋げ

ています。理念や職員憲章はパンフレ

ットにも掲載し、広く周知を図っていま

す。理念や職員憲章は、更に具体的な

年度目標にして徹底しています。今年

度の目標は、『安心・安全の意識を高

めよう！お散歩コースは避難経路、手

洗い・うがいで感染症予防』と設定し、

今年度の標語は、『親しき中にも礼儀

あり、日々の感謝を忘れずに』と明示し

ています。理念、憲章、目標、標語等

は、ホーム内の見やすい所に掲げ、憲

章は全職員の名札の裏に添付してい

ます。法人理事長の目指す高い理念

が、職員にも浸透しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 



大阪府 グループホームひより南(ユニット１)                                                              2013 年 4 月 18 日 

社会福祉法人大阪府社会福祉協議会 福祉サービス第三者評価センター 3

自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

2 2 

○事業所と地域とのつきあい 

利用者が地域とつながりながら暮らし続

けられるよう、事業所自体が地域の一

員として日常的に交流している 

ホームの納涼会や餅つき大会などの

行事には地域の方も参加して頂いて

る。また、体育祭や敬老会、味噌作り、

喫茶室などの地域行事には積極的に

出かけており、また、地域の方からも

直接声をかけてくださるなど交流はで

きている。地域の行事ではホームの看

護師も救護員として参加している。 

 

開設して１３年目を迎えていますが、管

理者が地元の出身でもあり、今もな

お、地域との関係は深く、交流は盛ん

に行っています。利用者は、ホーム玄

関前にある花壇の水遣りの際や、散歩

に出かけた時に、地域住民と挨拶を交

わしています。また、地域の各種行事

にも参加し、楽しんでいます。ホーム主

催の行事には近隣住民も多数参加し、

利用者の生活に楽しみと潤いを与えて

います。地域の行事にホームの看護

師が救護員として参加するなど、地域

のために貢献しています。 

 

 

3  

○事業所の力を活かした地域貢献 

事業所は、実践を通じて積み上げてい

る認知症の人の理解や支援の方法を地

域の人々に向けて活かしている 

 

 

 

 

認知症ケア専門士のいる施設として玄

関にポスターを貼るなど、介護相談や

認知症に対する知識の提供などにあ

たっている。昨年は地域の方々に参加

して頂き、認知症サポーター養成講座

を行なった。今年度は 1 名がキャラバ

ンメイトの認定を受けた。今後も認知

症の啓発活動を行なってゆきたい。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

4 3 

○運営推進会議を活かした取り組み 

運営推進会議では、利用者やサービス

の実際、評価への取り組み状況等につ

いて報告や話し合いを行い、そこでの意

見をサービス向上に活かしている 

通常の運営推進会議だけでなく、レク

リエーション等の体験型会議や海外研

修報告等も取り入れ活発な意見交換

が出来た。今年は成年後見制度等の

法律について、司法書士を講師に招

き、地域拡大会議も行い、質の向上を

目指している。 

 

運営推進会議は、ホームの活動状況

報告や課題の話し合いだけでなく、海

外研修報告、認知症の今後のサービ

スの在り方等、質の高い内容で開催

し、参加者も共に学び合う機会になっ

ています。家族が多く参加する会議

や、他の事業所も参加する拡大会議

等、内容や有効な会議のあり方を工夫

しています。全体として、概ね年６回程

度開催しています。 

 

 

 

5 4 

○市町村との連携 

市町村担当者と日頃から連絡を密に取

り、事業所の実情やケアサービスの取り

組みを積極的に伝えながら、協力関係

を築くように取り組んでいる 

運営推進会議メンバーには市職員が

毎回参加しており、情報交換等協力関

係を築くように取り組んでいる。また、

高齢施策課だけではなく、生活福祉課

など関係部署とも連絡を密にしてい

る。昨年は人材育成として市との協働

事業を行い、ミュージックケアワーカー

（音楽レクの出来るケアワーカー）の養

成に取り組んできた。 

 

開設以来、市職員とは連携をとってお

り、各種協働事業も行い、協力関係が

深くなっています。昨年、市から介護職

の離職率を少しでも改善するために、

雇用促進事業について要請があり、法

人として、ミュージックケアワーカーの

養成研修講座を開設しました。ホーム

も全面的に協力しており、第一期生と

して５名が修了し、新しい職員の採用

に繋がる等、雇用促進に貢献していま

す。今年度も市からミュージックケアワ

ーカー養成研修の認可があり、研修生

の募集を開始しています。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

6 5 

○身体拘束をしないケアの実践 

代表者および全ての職員が「指定地域

密着型サービス指定基準及び指定地域

密着型介護予防サービス指定基準にお

ける禁止の対象となる具体的な行為」を

正しく理解しており、玄関の施錠を含め

て身体拘束をしないケアに取り組んでい

る 

原則として身体拘束をしない事は重要

事項説明書でも表明している。人権と

倫理に重きを置き、身体拘束をしない

学習を促進させており、職員にはパン

フレットも配布している。 

人権と倫理の大切さを事業運営の中

で重視しており、身体拘束をしないケ

アを運営規程、重要事項説明書で表

明しています。職員研修を実施し、職

員全員に詳細なマニュアルも配布して

います。身体拘束の検討が必要な程

に症状が重度化した利用者について

は、専門医に委ね、治療を受けること

を基本にする支援方針で取り組んでい

ます。 

 

 

7  

○虐待の防止の徹底 

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連

法について学ぶ機会を持ち、利用者の

自宅や事業所内での虐待が見過ごされ

ることがないよう注意を払い、防止に努

めている 

職員会議等においても時間をとりわけ

て、人権や虐待についてあらゆる視点

から捉えられるように学習提供をして

いる。また、自己の感受性を高められ

るような映画会等も行っている。新人

職員には特に人権学習に重きを置き

“自分に置き換えて考える”をモットー

に学習提供している。 

  

8  

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事

業や成年後見制度について学ぶ機会を

持ち、個々の必要性を関係者と話し合

い、それらを活用できるよう支援してい

る 

成年後見制度については家族にパン

フレットを配布する等を行っているが、

必要とされる方には積極的に支援を行

い、現在 1 名の方が成年後見制度を

活用している。今年は拡大運営推進会

議として司法書士の講演会を行なっ

た。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

9  

○契約に関する説明と納得 

契約の締結、解約また改定等の際は、

利用者や家族等の不安や疑問点を尋

ね、十分な説明を行い理解・納得を図っ

ている 

契約締結時だけではなく、契約更新時

にも個別面談会を開き、説明責任を果

たせるよう努めている。利用者や家族

が持つ不安要因に対して、こちらから

の説明だけでなく、不安に対しては充

分に聴く姿勢も大切にし、信頼関係を

築けるよう心掛けている。 

 

 

  

10 6 

○運営に関する利用者、家族等意見の

反映 

利用者や家族等が意見、要望を管理者

や職員ならびに外部者へ表せる機会を

設け、それらを運営に反映させている 

 

ホームでは利用者さんの自由な意見

が出やすいよう、和やかな雰囲気の中

で自治会が行なわれており、職員は利

用者さんの自己実現を目指し、出来る

だけ希望に添えられるよう計画し実践

している。又、ご家族様の要望は介護

計画書に記入欄を設けたり、家族会な

どで意見を聞き、反映させている。 

 

 

利用者の自治会が毎月あり、利用者

が行ってみたいところや食べたいも

の、やってみたいこと等、テーマに沿っ

て意見を出し合っています。３月のテ

ーマは「初春に向かってしたいこと・食

べたいもの」でした。利用者の自己実

現を目指し、出された意見を尊重して

います。また、家族会もあり、意見を聞

いて運営に反映しています。介護計画

や生活プランニング等は、家族にも分

かりやすく工夫し、毎月送付していま

す。今後は、家族との信頼関係を深

め、より確かなものにするため、２～３

ヵ月に１回、理事長が電話で話しをす

る予定です。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

11 7 

○運営に関する職員意見の反映 

代表者や管理者は、運営に関する職員

の意見や提案を聞く機会を設け、反映さ

せている。 

月１回の職員会議では各個人の意見

が出やすいように工夫している。ＱＯＳ

委員会はケアの質の向上の為の改善

やシステム作りに取り組んでいる。 

 

 

 

職員会議では、職員の意見が表出し

やすいように工夫しています。職員会

議録には、「内容について理解できな

い点があれば責任者に確認してくださ

い」と表紙に記載し、参加できなかった

職員についても配慮しています。ホー

ムの質を上げるために気付きを提案す

る「ピンク用紙」を準備しています、リー

ダーの宿泊研修をはじめ、研修の機会

は数多くあり、職員はさまざまな体験を

しています。 

 

 

12  

○就業環境の整備 

代表者は、管理者や職員個々の努力や

実績、勤務状況を把握し、給与水準、労

働時間、やりがいなど、各自が向上心を

持って働けるよう職場環境・条件の整備

に努めている 

法人では職員ランクが６段階に分かれ

ており、個々の成長度合いによりラン

クアップし、給与に反映されるようにな

っている。又、福利厚生に手厚く、資格

取得助成金等も整備されている。 

 

  

13  

○職員を育てる取り組み 

代表者は、管理者や職員一人ひとりの

ケアの実際と力量を把握し、法人内外

の研修を受ける機会の確保や、働きな

がらトレーニングしていくことを進めてい

る 

 

 

必要に応じて資格取得を勧め、取得に

対する助成金や勤務の配慮をしてい

る。又、内外の研修には積極的に参加

させ研修費も全額負担している。法人

のランクにより必須研修項目があり、

人材を人財に、専門職として自立して

いけるようなメンター的な取り組みに努

めている。 
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14  

○同業者との交流を通じた向上 

代表者は、管理者や職員が同業者と交

流する機会を作り、ネットワークづくりや

勉強会、相互訪問等の活動を通じて、

サービスの質を向上させていく取り組み

をしている 

 

拡大運営推進会議で同業者を呼ぶ機

会を作る等、同業者間交流を図ってい

る。今年は司法書士を講師に招き、法

律や成年後見制度についての講演会

を同業者交流として行なった。又、同

業者間の困りごと相談等にもアドバイ

スしている。 

 

 

  

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 

15  

○初期に築く本人との信頼関係 

サービスを導入する段階で、本人が困っ

ていること、不安なこと、要望等に耳を

傾けながら、本人の安心を確保するため

の関係づくりに努めている 

最近では病院から移られてくる方も多

く、医療ソーシャルワーカーや担当医、

看護師との関係を保ちながら情報収集

に努めている。特に入居時は本人も家

族も不安なことが多いと思われ、細や

かな声掛けに心がけ、ホームに慣れて

頂く事を第一に計画している。 

 

  

16  

○初期に築く家族等との信頼関係 

サービスを導入する段階で、家族等が

困っていること、不安なこと、要望等に

耳を傾けながら、関係づくりに努めてい

る 

 

 

 

家族の介護苦労等に関わり、傾聴や

共感の中でラポール形成に努め、信

頼の構築を図っている。 
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17  

○初期対応の見極めと支援 

サービスを導入する段階で、本人と家族

等が「その時」まず必要としている支援

を見極め、他のサービス利用も含めた

対応に努めている 

入居時に関する引越しの方法や送迎

等、家族にとっては心配事も多く、事前

面接や入居直前での打ち合わせ等、

個々のニーズに合わせた支援を行う

が、特に入居までの期間や待機の方

法、場所等については、他のサービス

を含めた選択もできるよう提案してい

る。 

 

 

  

18  

○本人と共に過ごし支えあう関係 

職員は、本人を介護される一方の立場

におかず、暮らしを共にする者同士の関

係を築いている 

 

 

 

味噌やらっきょう作り、芋のつるの料理

など、若い人たちが知らない事などを

昔とった杵柄で教えて頂いたり、四季

折々の行事なども話し合いながら一緒

に計画をしている。相互のラポール形

成の構築は“共に在る”ことの喜びであ

ると捉えている。 

 

 

 

  

19  

○本人を共に支えあう家族との関係 

職員は、家族を支援される一方の立場

におかず、本人と家族の絆を大切にし

ながら、共に本人を支えていく関係を築

いている 

 

時に家族と本人の関係改善にも介入

する場合もあるが、共に本人を支える

事を前提に情報交換を行い、看取りや

在宅復帰なども視野に入れた総合的

な方針を打ち出している。 

  



大阪府 グループホームひより南(ユニット１)                                                              2013 年 4 月 18 日 

社会福祉法人大阪府社会福祉協議会 福祉サービス第三者評価センター 10

自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

20 8 

○馴染みの人や場との関係継続の支

援 

本人がこれまで大切にしてきた馴染み

の人や場所との関係が途切れないよ

う、支援に努めている 

面会日や時間においても常識的な範

囲であれば特に制約しておらず、友人

が尋ねてこられることもある。馴染み

の美容院の訪問があるなど、グループ

ホームに入居しても以前の馴染みの

関係が断ち切れることなく過ごせるよう

配慮している。年賀状やお便り書き等

の手伝い等も支援している。 

 

 

馴染みの友人がホームに訪問してい

ます。利用者が、入居前に通っていた

美容院に来てもらったり、家族と墓参り

に出かけたり、馴染みの人や場所との

関係が途切れないように支援していま

す。入居の際のアセスメントや、日常

の会話の中で発見した一人ひとりの馴

染みを大切にしています。毎年の味

噌・らっきょ・梅酒作りの際は、昔取っ

た杵柄を利用者は発揮しています。 

 

 

21  

○利用者同士の関係の支援 

利用者同士の関係を把握し、一人ひと

りが孤立せずに利用者同士が関わり合

い、支え合えるような支援に努めている

クラブ活動やレクリエーションなどを通

じて仲良くなれる機会を提供している。

また、入浴や食事、散歩等、仲 

の良い入居者さんとのマッチングや、

グループミックス効果も有効に活用で

きるよう計画し実践している。 

  

22  

○関係を断ち切らない取り組み 

サービス利用（契約）が終了しても、これ

までの関係性を大切にしながら、必要に

応じて本人・家族の経過をフォローし、

相談や支援に努めている 

自立され自宅に帰られた時や、死亡退

去された御家族様にも折にふれて必

要があれば相談にのり、又、お手紙を

頂いたりしている。気軽にコーヒーを飲

みに来られたり、お花を持って来てい

ただける方もいる。ＮＰＯとして社会福

祉の一端を担っており、絆やつながり

を大切にしている。 
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23 9 

○思いや意向の把握 

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意

向の把握に努めている。困難な場合

は、本人本位に検討している 

利用者一人一人の個々の思いや暮ら

しの希望は、日々のコミュニケーション

やティータイム、自治会などの和やか

な雰囲気の中で引き出せる様に努め、

ルチンワークの中に個別ケアの視点

や自立支援、本人の強みを活かせる

支援を大切にしている。 

 

毎月、自治会で利用者の要望を聞い

ています。会議録は丁寧に記録してお

り、希望の実現に活かしています。

日々の関わりの中での気づきや発見

も、職員間で共有しています。毎日の

ケアミーティングの中で、個別のニー

ズについて報告・確認を行います。 

 

 

 

24  

○これまでの暮らしの把握 

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし

方、生活環境、これまでのサービス利用

の経過等の把握に努めている 

出生地や方言、食事の味付け、習慣

等も回想法として活用したり、長期記

憶を会話に取り入れるなど、パーソン

センタードケアとして安心して生活でき

るよう心がけている。バックヒストリーを

収集することによりストレングスケアや

計画アセスメントにも活用している。 

 

 

  

25  

○暮らしの現状の把握 

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状

態、有する力等の現状の把握に努めて

いる 

一人々のフレッシュなリアルニーズを

常に気づきサポートして行くプロセスが

日常であり、その柱となるエンパワメン

トとホスピタリティのケアを実践してい

る。 
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26 10 

○チームでつくる介護計画とモニタリン

グ 

本人がより良く暮らすための課題とケア

のあり方について、本人、家族、必要な

関係者と話し合い、それぞれの意見や

アイデアを反映し、現状に即した介護計

画を作成している 

計画、方針は本人・医師・家族・職員の

意見を反映させ情報の収集、分析、提

供に努めている。また、月に一度、計

画作成者を中心に担当ケアスタッフ、

看護師、ケアマネージャー、主任介護

士、ケアスタッフで担当者会議を行い、

評価、課題分析等、意見を出し合いＰ

ＤＣＡサイクルに沿って介護計画を作

成している。 

ホーム独自の「情報共有プロセス」の

システムを確立し、情報収集・ケアプラ

ン・情報提供の３段階に分け、個別の

データに作成しています。介護計画は

毎月作成し、イラスト入りの生活プラン

ニング等と一緒に家族に送付していま

す。年間目標に近づけるため、その月

の課題分析を行い、具体的援助を作っ

ていきます。 

 

 

 

管理者は、利用者一人ひとりの課題を援

助目標に立てることができるよう、アセス

メント力を高めたいと考えています。今後

は、職員のレベルアップで、よりその人ら

しい介護計画を作成することが期待され

ます。 

27  

○個別の記録と実践への反映 

日々の様子やケアの実践・結果、気づ

きや工夫を個別記録に記入し、職員間

で情報を共有しながら実践や介護計画

の見直しに活かしている 

 

 

日々の記録はパソコンに入力しデータ

ベース化して職員間で情報を共有して

いる。日々の問題点や気付きは毎日

のミーティングで話し合われ、ミーティ

ング記録簿で情報を共有し実践に活

かしている。オリーブの園独自の情報

共有システムがある。 

  

28  

○一人ひとりを支えるための事業所の

多機能化 

本人や家族の状況、その時々に生まれ

るニーズに対応して、既存のサービスに

捉われない、柔軟な支援やサービスの

多機能化に取り組んでいる 

実習施設や家族の宿泊、ホームの行

事では地域の方に来て頂くなど柔軟に

活用している。また、ホームの隣には

多機能なスペースがあり、入居者や家

族の宿泊や集い、地域の集会などの

サービスに取りも組んでいる。 
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29  

○地域資源との協働 

一人ひとりの暮らしを支えている地域資

源を把握し、本人は心身の力を発揮し

ながら安全で豊かな暮らしを楽しむこと

ができるよう支援している 

ホーム入居後も入居前と変わりなく、

近所のスーパーや商店街へ買い物に

出かけたり、うどん屋さんや食堂など

で外食を楽しんだり、小学校や公民館

など地域の行事にも参加できるよう機

会提供している。 

 

  

30 11 

○かかりつけ医の受診支援 

受診は、本人及び家族等の希望を大切

にし、納得が得られたかかりつけ医と事

業所の関係を築きながら、適切な医療

を受けられるように支援している 

往診専門の医療機関と提携しており、

月２回の定期往診により、居宅療養管

理が出来るように支援している。24 時

間 365 日いつでも往診可能となってい

る。又、かかりつけ医から医療連携医

へスムーズに移行できるようサポート

している。また、受診や入院が必要な

時には本人、ご家族の希望を大切に

連絡・調整も行なっている。 

 

 

往診専門の医療機関と連携しており、

２４時間３６５日いつでも往診が可能に

なっています。６人の協力医で日々の

当直医が決まっており、夜間や緊急時

においても体制を整えています。定期

往診は月２回あります。医師のサマリ

ーは、毎月家族に送付し、家族も利用

者の健康状態を把握しています。 

 

31  

○看護職との協働 

介護職は、日常の関わりの中でとらえた

情報や気づきを、職場内の看護職や訪

問看護師等に伝えて相談し、個々の利

用者が適切な受診や看護を受けられる

ように支援している 

医療連携ホームとしてホームに看護師

がおり、日常の健康管理や医師、薬剤

師等との連絡調整を行なっている。介

護職員は健康上気づいたことを報告

し、連絡を密にしている。また、職員の

健康管理も含めて全体の保健・衛生も

管理している。 
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32  

○入退院時の医療機関との協働 

利用者が入院した際、安心して治療で

きるように、又、できるだけ早期に退院

できるように、病院関係者との情報交換

や相談に努めている。あるいは、そうし

た場合に備えて病院関係者との関係づ

くりを行っている 

入院時はホームから病院に対しての

サマリーを提供している。又、入院時

や入院中、退院に際しても管理者やホ

ームの看護師が病院に出向き、医師

や看護師、医療ソーシャルワーカーと

直接話をするなど連絡を密にしてい

る。 

 

  

33 12 

○重度化や終末期に向けた方針の共

有と支援 

重度化した場合や終末期のあり方につ

いて、早い段階から本人・家族等と話し

合い行い、事業所でできることを十分に

説明しながら方針を共有し、地域の関

係者と共にチームで支援に取り組んで

いる 

終末期に向けた方針等はホームドクタ

ーと家族とのインフォームドコンセント

により定期的に、又、必要時、適宜行

われている。 

家族も共に参加できる看取りとなるよ

うに援助しており、希望によりお通夜・

お別れ会等も手作りでサポートしてい

る。 

 

「看取りに関する指針について」は、重

要事項説明書に記載しています。重度

化した場合は、連携医療機関とのイン

フォームドコンセントにより話し合いを

行います。開設以来、２０名近くの看取

りを行い、職員は看取りの経験の中か

ら「１日１日を大事にすること・後悔しな

い日々のケアの大切さ」を学んでいま

す。職員がギターを弾き、利用者と共

にお別れ会をした事例があります。 

 

 

 

34  

○急変や事故発生時の備え 

利用者の急変や事故発生時に備えて、

全ての職員は応急手当や初期対応の

訓練を定期的に行い、実践力を身に付

けている 

ほとんどの職員が救命講習を受講して

おり、豊中市消防本部より市民救命サ

ポーター・ステーションに認定されてい

る。救急マニュアルも職員各人に渡

し、訓練も定期的に行っている。 
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35 13 

○災害対策 

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜

を問わず利用者が避難できる方法を全

職員が身につけるとともに、地域との協

力体制を築いている 

 

 

 

災害・地震を想定した自治会の防災訓

練等にも参加し、地域との協力体制構

築に努めている。スプリンクラー設置

や建築基準法に伴う補強工事も行な

い安全確保に努めている。今年は地

域ボランティアの方々に防災頭巾を作

っていただく等の協力を頂いた。尚、昨

年の課題であった利用者・スタッフ全

員分の救命胴衣の確保も達成できた。

 

日常的な訓練を大事にし、２４年度は

避難訓練を４回実施しました。また、毎

日の散歩コースは、避難経路を散歩し

ています。水害対策のためのライフジ

ャケットやボランティアの方々が製作し

た防災頭巾も準備しています。スプリ

ンクラーも設置しています。長崎県で

の火災後、運営推進会議で防災につ

いて議題があがりました。消防署がホ

ームから５００ｍ以内にあることも、安

心に繋がっています。非常災害時の水

や食料品も準備しています。 

 

Ⅳ.その人らしい暮らしを続けるための日々の支援 

36 14 

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確

保 

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプラ

イバシーを損ねない言葉かけや対応を

している 

常に自分に置き換えて考えてみる事

や、自己の感受性に敏感で有る事を

人権や倫理として磨いていけるよう研

修を行っている。 

 

 

人権や倫理についての研修を実施し、

具体の中での人権を身近に感じられる

職員育成を行っています。「自分に置

き換えて考える」「他人の痛みが自分

の痛みとして感じとれる」等を心掛けて

ケアに努めています。 

 

37  

○利用者の希望の表出や自己決定の

支援 

日常生活の中で本人が思いや希望を表

したり、自己決定できるように働きかけ

ている 

家庭的な共同生活の中では遠慮なく

自己決定や自己選択が出来る雰囲気

があり、自治会等も利用者間で運営さ

れている。その中で活発な意見も出さ

れており、職員はそれらの要望により

外食や四季折々の外出行事等の計画

を行い実践している。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

38  

○日々のその人らしい暮らし 

職員側の決まりや都合を優先するので

はなく、一人ひとりのペースを大切にし、

その日をどのように過ごしたいか、希望

にそって支援している 

 

グループホームは共同生活といえども

一人々の生活の場であり、その人の生

活リズムを大切にし、暮らしを支援する

ために小さな仲良しグループでの趣味

活動等、個別の支援を大切にしてい

る。 

  

39  

○身だしなみやおしゃれの支援 

その人らしい身だしなみやおしゃれがで

きるように支援している 

身だしなみはその方の自尊心を守る

大切なものであり、特に外出時はＴＰＯ

や衣生活に関しての見当識障害等に

配慮し、又、マニュキュアや化粧などに

も心がけている。 

  

40 15 

○食事を楽しむことのできる支援 

食事が楽しみなものになるよう、一人ひ

とりの好みや力を活かしながら、利用者

と職員が一緒に準備や食事、片付けを

している 

 

 

家庭的で和やかな食事は、コミュニケ

ーションも含めて食の文化性と考え大

切にしている。又、食事の支度や後片

付け等は、利用者さんの持てる力を大

切にし、生活リハビリや役割として一緒

に行っている。お花見のお弁当作り

等、非日常の季節行事食やお楽しみ

食も取り入れている。おやつ作りも楽し

みの一つである。 

食事の美味しさもホームの自慢のひと

つで、昼・夕食は調理師、朝食は職員

が作っています。職員は、お料理クラ

ブで調理の腕をあげています。法人の

農園で収穫した食材も材料として使っ

ています。おやつ作りは、利用者と一

緒に楽しみながら作ります。 

 

41  

○栄養摂取や水分確保の支援 

食べる量や栄養バランス、水分量が一

日を通じて確保できるよう、一人ひとり

の状態や力、習慣に応じた支援をして

いる 

栄養や水分補給の目安は計画の中に

入っており、不足する場合は食事形態

や嗜好に配慮している。夏季や冬季は

脱水対策にも留意もしている。又、ＢＭ

Ｉの変動もモニタリングし、栄養バラン

スにも心掛けている。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

42  

○口腔内の清潔保持 

口の中の汚れや臭いが生じないよう、

毎食後、一人ひとりの口腔状態や本人

の力に応じた口腔ケアをしている 

 

 

個々の状況に応じた月々のサポート方

法はセルフケア計画の中で示されてい

る。必要な方は訪問歯科とも連携し、

適宜、口腔ケア指導を受けることもサ

ポートしている。年に一回程度ほぼ全

員が専門歯科医師による口腔ケアチェ

ックや指導を頂いている。 

 

 

  

43 16 

○排泄の自立支援 

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、

一人ひとりの力や排泄パターン、習慣を

活かして、トイレでの排泄や排泄の自立

にむけた支援を行っている 

 

排泄は昼夜の排泄パターンやサインを

つかみ、個別のトイレ誘導を主に、失

敗に繋がらない様に努力している。ま

た、入居前にリハビリパンツを使用さ

れていた方もケアにより布パンツに替

えれたケースもある。 

 

 

各居室にトイレが設置されており、基

本的にトイレで排泄することで、安心と

自立に繋がっています。入居前にリハ

ビリパンツを使用されていた利用者の

排泄パターンを把握し、誘導を行うこと

で、布パンツに替わった事例がありま

す。 

 

 

 

44  

○便秘の予防と対応 

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲

食物の工夫や運動への働きかけ等、

個々に応じた予防に取り組んでいる 

便秘は水分・運動・セルロースの多い

食事が関与しており、一人々の飲水の

目安などを定めている。また、季節や

発熱によって不感蒸泄にも配慮し、水

分補給には特に気配りすると共に腹部

マッサージ等も計画されている。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

45 17 

○入浴を楽しむことができる支援 

一人ひとりの希望やタイミングに合わせ

て入浴を楽しめるように、職員の都合で

曜日や時間帯を決めてしまわずに、

個々にそった支援をしている 

身体を清潔にするだけでなく、入浴は

心のホリデーでもある。ゆず湯や菖蒲

湯などで季節感を味わったり、入浴剤

を用いて色や香り等も楽しまれてい

る。仲の良い方との入浴や、コミュニケ

ーションの場になるようグループミック

ス効果を計画したり、一人でゆっくりと

入浴したい方には個浴も行なってい

る。 

基本は週３回の入浴です。１階の大き

な浴槽に気の合った利用者同士で入

浴し、楽しい時間を過ごしてもらってい

ます。入浴は「心のホリデー」と位置付

けています。季節のゆず湯や菖蒲湯、

入浴剤で色や香り等を工夫し、より入

浴が楽しくなるよう努めています。２階

には個浴槽があり、一人での入浴等を

希望する場合は使用できます。 

 

 

46  

○安眠や休息の支援 

一人ひとりの生活習慣やその時々の状

況に応じて、休息したり、安心して気持

ちよく眠れるよう支援している 

 

施設全体が有機的でリラックスできる

環境である。居室は個室であり、また

家庭的な雰囲気で特に緊張感もなく、

ベッドではいつでも休息できる環境が

整えられている。有線やＣＤなどでバッ

クミュージックも工夫している。 

 

 

  

47  

○服薬支援 

一人ひとりが使用している薬の目的や

副作用、用法や用量について理解して

おり、服薬の支援と症状の変化の確認

に努めている 

処方の薬ボックスへの薬のセットは薬

剤師に依頼している。配薬は基本ホー

ム看護師が行っている。介護士も薬の

知識や副作用、留意点に至るまで学

習を提供し、その冊子はいつでも見る

ことが出来るよう定位置に備えてい

る。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

48  

○役割、楽しみごとの支援 

張り合いや喜びのある日々を過ごせる

ように、一人ひとりの生活歴や力を活か

した役割、嗜好品、楽しみごと、気分転

換等の支援をしている 

ホーム内の自治会やクラブ活動等もあ

り、自己実現としての発表会の場や機

会も生きがい支援として行っている。

生活暦や趣味なども活かし、野菜や花

の栽培、漬物作りなど昔取った杵柄

で、日常的に出番や役割、楽しみを支

援している。 

  

49 18 

○日常的な外出支援 

一人ひとりのその日の希望にそって、戸

外に出かけられるよう支援に努めてい

る。又、普段は行けないような場所で

も、本人の希望を把握し、家族や地域の

人々と協力しながら出かけられるように

支援している 

 

近くの公園へ散歩に行ったり、スーパ

ーへ買い物に出かけるなどの日常もあ

るが、地域のふれあい喫茶などに出か

け、地域との交流もできている。季節

の外出行事等“自治会”により、利用

者さんの希望や要望を聞き、車で片道

１時間前後を目途に、出来るだけ要望

に沿えるよう、集団や個別での対応に

努めている。 

日常的に、ホームのすぐ近くにある遊

歩道や児童公園へ散歩に出かけてい

ます。校区福祉委員会のふれあい喫

茶に行き、地域の方との交流もありま

す。自治会で出た希望を実現させ、外

出行事を企画ており、「ペコちゃんに会

いたい」という希望で、レストランへ行っ

た事例があります。 

 

50  

○お金の所持や使うことの支援 

職員は、本人がお金を持つことの大切さ

を理解しており、一人ひとりの希望や力

に応じて、お金を所持したり使えるよう

に支援している 

 

スーパーで日用品などを買うこともあ

るが、地域の喫茶室などで好きな飲み

物や食べ物を注文したり、おやつを買

う、外出時にお土産を買うなど、お財

布を持って個別の買い物もサポートし

ている。 

  

51  

○電話や手紙の支援 

家族や大切な人に本院自らが電話をし

たり、手紙のやり取りができるように支

援している 

手紙や年賀状、季節の絵手紙などを

支援している。又、家族や知人からの

電話の取次ぎも行っている。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

52 19 

○居心地のよい共有空間づくり 

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、

食堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとっ

て不快や混乱をまねくような刺激（音、

光、色、広さ、温度など）がないように配

慮し、生活感を採り入れて、居心地よく

過ごせるような工夫をしている 

季節感があり、家庭的で明るい雰囲気

を大切にしている。音楽や香り、花や

緑、熱帯魚などリラックス感がある。ホ

ーム内は有線やＣＤの心地良い音楽

や懐かしい音楽がいつも流れている。

元女子寮を改修した建物で、全体的に

温かい家庭的な雰囲気です。壁には

季節を感じる飾りつけや、行事の際に

撮った写真が掲示されています。廊下

にソファーを置き、ゆったりとくつろげる

居場所もあります。玄関や食堂には季

節の花が生けてあり、玄関先には季節

の花々をプランターに並べ、優しさを感

じる環境になっています。 

 

 

 

 

53  

○共用空間における一人ひとりの居場

所づくり 

共用空間の中で、独りになれたり、気の

合った利用者同士で思い思いに過ごせ

るような居場所の工夫をしている 

談話室で座談をしたりのんびりと過ご

したり、また、廊下にもソファーを置き、

ゆっくりとくつろげるよう、居場所作りを

工夫している。施設内は緑・水・音・香

り等に配慮し、どこでもくつろげる空間

作りをしている。 
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外
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実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

54 20 

○居心地よく過ごせる居室の配慮 

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や

家族と相談しながら、使い慣れたものや

好みのものを活かして、本人が居心地

よく過ごせるような工夫をしている 

 

本人の住みなれた部屋をできるだけ再

現できるよう、使い慣れた家具等を持

ち込んで頂くなどの工夫をしている。ま

た、“笑顔のボード”を設置し、思い出

を振り返れるような工夫もしている。入

居後も自分らしい居室作りが出来るよ

う支援している。 

 

利用者が気持ちよく過ごせる居室つく

りを大切にしています。各居室にトイレ

が付いています。利用者はタンスやソ

ファー、鏡台、ベッド等、使い慣れた家

具を持ち込み、お気に入りのぬいぐる

み等を飾り、それぞれ個性のある部屋

になっています。「笑顔のボード」を設

置し、行事で出かけた時の楽しい写真

を飾り、思い出を振り返っています。写

真は都度、新しい写真に変えていま

す。担当職員は、心を込めて作ったボ

ードを利用者に喜んでもらうことも、働

く喜びの一つに感じています。 

 

55  

○一人ひとりの力を活かした安全な環

境づくり 

建物内部は一人ひとりの「できること」

「わかること」を活かして、安全かつでき

るだけ自立した生活が送れるように工

夫している 

段差の色分けなど、色の工夫やデザイ

ンを活かしながら、さりげない中にもわ

かりやすさを工夫している。見当識障

害やＡＤＬに配慮し、それぞれの自立

を促すための表示やデザイン等わかり

やすさを工夫し、より家庭的な環境作

りに努めている。 
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